
した。大 平村 の満族 と琿春 の満族 の 間には何 の 関係 もな い。 私 は満 洲語 も

知 らない し、 八旗 の旗色 も判 らない。我 々 には満族 独 自の習慣 は な く、朝

鮮族 や漢 族 と同 じ習慣で過 ご して いる。 〈鉄 姓 〉に シ リママ も スォ トママ も

ない。

哈達 門は元 来 、頭 道溝 と呼 んで いた。 こ こを流れ て い る川 も頭 道 溝 と言 う。

哈 達 門 とい う呼 び方 はく満 洲 国 〉時 代か らで あろ う。 〈私 た ちの 国 〉は く孫

中 山 〉に よってお しまいに な った。

〈特 集2>

中国第一歴史襠案館所蔵

『錦衣衛選簿 南京親軍衛』につ いて

松 浦 章

1は じめ に

北京 ・故 宮西華 門 内に ある中国 第一歴史襠案館 には1千 万件 ともい われ る清代

襠案 が所蔵 され てい るが 、厖 大 な清代 の襠案の 数量 には劣 る もの の明代 の襠案 も

約3千 数 百件所蔵 され てい る とされ る(『 中国第 一歴 史襠 案館館 蔵襠案 概 述』襠

案 出版 社 、1985年6月 、3頁 参照)。 そ の明 代 の襠 案 の なか に兵 制 に関す る

重 要 な史料 と して 「武職選 簿」 、 「衛所武職 選簿 」 等 と略称 され る多 くの簿 冊が

含 まれ て い る。 以下 、そ の一部 を簡単 に紹介 したい。

2中 国 第一歴 史襠案館所蔵 の 「武 職選 簿 」

中国第 一歴 史襠案 館所 蔵 の 「衛 所武職 選簿 」は 、下 の 目録 に あ るよ うに103

に分類 され 、その簿 冊総 数 は111冊 で ある。 た とえば86の 『錦 衣 衛 選簿 南京
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親 軍衛』 をみ る と、 同選簿 の なか には永楽帝 によ って 西洋 諸国 に派 遣 され た太 監

鄭 和に した が った錦 衣衛 等 の 事績 を簡 略 なが ら知 るこ との で き る記 事 がみ られ る。

この 史料 の存在 をは じめて指 摘 され たのは、福建 師範 大 学の徐 恭 生 教授 で あ る

(「鄭和 下西 洋与 『衛所 武職 選簿 』 」 〈『鄭 和研究 』1995年 第1期 、総 第2

4期 〉)。 徐教 授 は 『錦 衣衛 選 簿 南 京親 軍衛』 のなか か ら鄭和 の遠 征 に したが つ

た27名 の事績 を抽 出 し紹介 され た。 筆者 は、1995年8月 中旬 か ら下旬 にか

けて中国 第一歴 史襠 案館 で 同資料 を直接 閲覧す る機 会 を得 、精 査 した結 果 、徐 教

授 が指摘 され た鄭 和 に した が った人名 を さらに補 足す るこ とがで き た。

同館 に所蔵 され る 『錦衣 衛 選簿』 は、ほぼ縦45.6c皿 、横42.3c皿 で 、 萬

暦 二十 二年(1594)修 本 で ある。 以下は、 中国第一歴 史襠案 館 に 所蔵 され る

「衛所 武職 選簿 」 の 目録 で あ る。

○ 中国第 一歴 史襠 案館 「武 職選簿 」 目録

1 社軍前衛選簿 親軍上二十二衛 1冊

2之 一 錦衣衛選簿 親 軍 上二十 二衛 1冊

2之 二 錦衣衛選簿 親軍上二十二衛 1冊
一

3之 一 金吾衛選簿 親軍上二十二衛 1冊
一

3之 二 金吾衛選簿 親軍上二十二衛 1冊

3之 三 金吾衛選簿 親 軍上二 十二衛 1冊
一

4 羽林前衛選簿 親軍上二十二衛 1冊
一

5 燕山前衛選簿 親軍上二十二衛 1冊

6之 一 燕山前衛選簿 親軍上二十二衛 1冊

6之 二 燕山前衛選簿 親軍上二十二衛 1冊
一

7 武弓驤衛選簿 親 軍上 二十 二衛 1冊

8 長陵衛泰陵衛選簿 親軍上二十二衛 1冊

9 南大陵衛選簿 内付牧写所 親軍上二十二衛

一

1冊
一

10 留守右衛選簿 右軍都督府 1冊
一

11 長弓奇右衛選 簿 左軍都督府 1冊
一

12 瀋陽左衛選簿 左軍都督府 1冊
一

13 定海衛選簿 左軍浙江都司 1冊
"

14 三万衛選簿 左軍遼東都司 1冊
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15 定遠衛選簿 左軍遼東都司 1冊

16 莱州衛選簿 左軍山東都司 1冊

17 宣州衛選簿 右軍直隷都司 1冊

18

一 一

西安左衛選簿 右軍陝西都司 1冊
一

19 平涼衛選簿 右軍陝西都司 1冊

20 甘州中護衛選簿 右軍陝西都司 1冊

21
一

安東中護衛選簿 右軍陝西都司 1冊

22 寧夏前衛選簿 右軍陝西都司 1冊

23 鎮番衛選簿 右軍陝西都司 1冊

24 寧夏中屯衛選簿 右軍陝西都司 1冊

25 成都左護衛選簿 右軍四川都司 1冊

26 大渡河守禦所選簿 右軍四川都司 1冊

27 寧番衛選簿 右軍叩川都司 1冊

28 越雋衛選簿 右軍四川都司 1冊

29 桂林右衛選簿 右軍廣西都司 1冊

30 柳州衛選簿 右軍廣西都司 1冊

31 南州衛選簿 右軍廣西都司 1冊

32 雲南右衛選簿 右軍雲南都司 1冊

33 雲南右軍選簿 右軍雲南都司 1冊

34 臨安衛選簿 右軍雲南都司 1冊

35 雲南後衛選簿 右軍雲南都司 1冊

36 大羅衛選簿付
鳳悟守禦所、樒関守禦所
武士定(守?)禦 所

右軍雲南都 司 1冊

37 平越衛選簿 右軍貴州都司 1冊

38 安南衛選簿 右軍貴州都司 1冊

39 留守中衛選簿 中軍都督府 !冊

40 神策衛選簿 中軍都督府

一
1冊

』

41 高郵衛選簿 中軍直隷 1冊

42 除州衛選簿 中軍直隷 1冊

43 蘇州衛選簿 中軍直隷 1冊
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44 釦 衛繍 怖覇 隷 1冊

45 帰徳衛選簿 中軍直隷 1冊

46 皇陵衛選簿 中軍中都留守都司 1冊

47 懐遠衛選簿 中軍中都留守都司

『

1冊
『

48 龍弓譲衛選簿 前軍都督府 1冊

49 黄軍衛選簿 前軍湖廣都司 1冊
}

50 況州衛選簿 前軍湖廣都司 1冊
冖

51 清浪衛選簿 前軍湖廣都司 1冊

52 平溪衛選簿 前軍湖廣都司 1冊

53 承天衛選簿 前軍興都都司 1冊

54 福州衛選簿 前軍福建都司 1冊

55 建寧左右衛選簿 前軍福建都司 1冊

56 汀州衛選簿 前軍福建都司 1冊
『

57 留守後衛選簿 後軍都督府 1冊

58 興武衛選簿 後軍都督府 1冊

59 大寧中衛選簿 後軍都督府 1冊

60 富峪衛選簿 後軍都督府 1冊
一

61 忠義前衛選簿 後軍都督府 1冊

62 義勇右衛選簿 後軍都督府 1冊 ・
『

63 義勇後衛選簿 後軍都督府 1冊
　

64 永平衛選簿 後軍直隷 1冊
鴨

65 密雲後衛選簿 後軍直隷 1冊

66 興州左屯衛選簿 後軍直隷

一

1冊
一

一

67 延慶衛選簿 後軍直隷 1冊

68 廬龍衛選簿 後軍直隷 1冊

69 徳州衛選簿 後軍直隷 1冊
}

70 天津衛選簿 後軍直隷 1冊

71 保定左衛選簿 後軍大寧都司

一

1冊
一

72

1
保定前衛選 簿 後軍大寧都司 1冊

73 営州中屯衛選簿 後軍大寧都司 1冊
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74 宣社前衛選簿

一 一 一 ト ー 一 一 一一 一一 一一

後 軍 萬 金 都 司 烈75 宣社左衛選簿 後軍萬金都司 1冊

76 開平衛選簿
r___一 咽

後軍萬金都司 1冊

77 保安衛選簿 後軍萬金都司

一

1冊

78之 一 蔚州衛選簿 後軍萬金都司 1冊

78之 二 蔚州衛選簿 後軍萬金都司 1冊

79 振武衛選簿 後軍萬金都司 1冊

80 鎮西衛選簿 後軍萬金都司 1冊

81 鎮虜衛選簿 後軍山西都司 1冊

82 玉林衛選簿 後軍山西都司 1冊

83 雲川衛選簿 後軍山西都司 1冊

84 羽林衛右衛選簿 南京親軍衛 1冊

85 社軍右衛選簿 南京親軍衛 1冊

86 錦衣衛選簿 南京親軍衛 1冊

87 天策衛選簿 前軍都督府 1冊

88 豹韜衛選簿 前軍都督府 1冊

89 豹韜左衛選簿 前軍都督府 1冊

90 留守後衛選簿 前軍都督府 1冊

91 鷹男衛選簿 前軍都督府 1冊

91之 一 鷹男衛選簿 前軍都督府 1冊

91之 二 鷹男衛選簿 前軍都督府 1冊

91之 三 通州衛選簿 (不 明 、 後軍都 督府) 1冊

91之 四
1保 定中衛選簿

後軍大寧都 司 1冊

92 瀋陽群牧所襲替世系簿 萬暦 三十 一年 残

1

一

93 新官襲職選底 天 啓元 年 、 四年残

94 新官襲職選底 天啓二年残

95 新官襲職選底 天啓二年残
一

96 優級優養簿 天啓三年
一

97 選過替職官舎簿 天啓三年至五年残
一

98 選過優級優養簿 天啓七年至崇禎二年
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99 選過襲替復職併職優級優養簿 崇禎二年残

100 選簿残頁 1包

101 兵部行俊簿 天啓四年

102 朝鮮迎接天使都監都庁儀軌 萬暦三十六年

103 朝鮮迎接天使都監都庁儀軌 天啓元年

以上 が、 中国第 一歴 史襠案 館 の 「武職 選簿」の所 蔵状 況 で ある。 この 目録 中 の

もので これ まで研 究 者 の間 で一般 的に知 られ てい たの は、 目録の102、103

の 『朝鮮 迎接都 監 都 庁儀 軌』 で 、萬暦 三十 六年 の分 が 『文献 叢編』 第12輯 ～ 第

16輯 に連載 され(翻 印98葉 。 〈影 印本〉 台湾 ・台聯 国風 出版社 、1964年

3月 、363～411頁)、 天啓 元年 の分 は、一冊 本 と して 出版 され た(『 朝鮮

迎接 都監 都庁儀 軌 明天 啓元 年』 〈北平故宮博 物院編 、民国 二十一 年 一 月翻 印 、

全93葉 〉)。 後者 の序 文 に、北 平故 宮博物院 が 「清内 閣大庫 の襠 案 を整 理 中 に、

明代 の朝鮮 迎接 都 監都 庁儀 軌 二 冊を発 見 した。 一ほ 、萬暦 三 十六年 、 朝鮮 国王 李

公 が没 した際 に中 国 が派遣 した祭事 に関す る もので あ り、一 は天 啓 元年 に熹 宗

(天 啓帝)即 位 時 の際 、朝 鮮 に頒詔 した ときのもの であ る」 とあ る よ うな事 情 で

発 見 され た両書 を翻 印 したの で ある。 中国第一歴 史襠 案館 では 、現 在 両書 を明襠

の 「武職 選 簿」 中 に分類 して い るが、後 述の 『錦衣 衛選 簿』 とはそ の書 写 形 式 を

異 にす る簿 冊 であ る。

我 が国 では、 これ まで牧 野 巽氏、川越 泰博氏 、楠 木賢 道氏 等 に よっ て 「武職 選

簿 」 に関す る、また は それ を用 いた研究 が され てきた。 そ の 中心 とな った のが戦

前 に故宮 博物 院 にて 書写 され 、現在東洋 文庫 に所蔵 され る11冊 の 「武 職 選 簿 」

で あった。 しか し、 さきの 目録 にみ られ る よ うに、 中国 第一歴 史襠案 館 には そ れ

に十倍 す る もの が現 存 して い るのであ る。

3対 外 関係 史 の史料 と して の 「武職選簿 」

「武職 選簿 」 にはす で に先 学 に よって指摘 されて い る よ うに 、兵 制 のみ な らず 、

多 くの分 野 に関す る興 味深 い記事 が大量 に含 まれて い る。 紙幅 の関係 か ら、今 回

は 中国第 一歴 史襠案 館 で閲 覧 した数 冊の中か ら対外 関係 史に関す る若 干 の記 事 を
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紹 介 した い。

02之 二 『錦 衣衛 選簿 親 軍上二十 二衛』

高肇 、原 籍遼 陽人 、一世祖 把児帖 児、於洪 武 年 間帰 付 、選 充小 旗 、二世祖 把

台(以 下数字 分破損)[永]楽 年 間随駕 、 陞試 百戸 、十 一年往 撒馬 児干公 幹 、

十 三年 往撒馬 冖(以 下数字 分破損)千 戸 、 十六 年往 撒馬 児 冖公 幹 、陞指揮 僉

事 、十人年往 馬児干公 幹 、陞指揮 同知、 … …(破 損 数 字 分)[正 統]十 四年

彰義 門外陣 亡… …曽祖 把瑛 ……(弘 治)八 年改 姓高 瑛 ……

高肇 の二世祖 は、永i楽年間 に4回 もテ ィムー ル朝(1369-1508)の 首

都 サマル カ ン ド方 面 へ の使 者 に随行 して いた。 さ らに別 の祖 先は 、正統 十 四年

(1449)に 、オ イ ラ トのエセ ンの北京皇城 攻撃 の際 に、 彰儀 門の戦 い で戦死

してい る。史 上有名 な土木 の変 の時期で ある。 高肇 の 一族 の事績 に は、世界 史上

に著名 な事件等 に関係 して い る ことが知 られ る。

050『 福州 右衛 選簿』 の例 と して倭寇 の制圧 に関 係 した人物 をあ げたい。

隆慶 五年十 月 、鄭 文恩 、年五 十四歳 、合 肥 県入 、福 州 右衛 指揮 同知 、今 疾患

在衛 、有嫡長 男 、鄭紹偉 、 見年三十一歳 、告替 、査 伊 父 鄭文 恩 、原 襲指 揮僉

事 、隆慶 元年 、征 倭寇 、部 下獲 功例 、不 准 襲 、今本 舎 、 照例 革替。

鄭文 恩は 、隆慶元 年 の倭寇 の襲撃 を制圧 した功績 で 昇進 したが 、そ れ は部下 の

功 績で あ る と して嫡 男鄭紹偉 へ の襲位 が認 め られ なか った。倭 寇 襲撃 時 の鄭 文恩

の功績 が どの よ うで あった か は不明で あるが 、 この記 事 か ら鄭文 恩が 指揮僉 事 と

して倭 寇制圧 に関 わ ってい た こ とは明 らかで あ ろ う。

070『 天 津衛 選 簿』 の一 例 と しては次 の例 を あげ たい。

楊 宣、寿州 人 … …景泰元 年 、徳勝・門等処 殺 賊獲i功、天 津右 衛 指揮 同知 、陛指

揮使 。

楊 宣 の場合 は、景 泰 元年(1450)の オイ ラ トの 北 京皇城 攻 撃 の際 に功 績 を

挙 げて 昇進 してい る。 同選簿 には景泰元年 頃 のオ イ ラ トの攻 撃の 際 に功績 を挙 げ

た り、 逆に戦死 した 人物 に関す る記事が 多 く見 られ る。

086『 錦 衣衛 選簿』 中 に見 える鄭 和の遠 征 に従 事 した人物 の記 事 は徐 教授

が 指摘 され てい るが、実例 と して 『錦衣衛 選 簿』 の最 初 の例 を挙 げ たい。

何義 宗 、江都 県 人 、先 因年 間為兵革 随父何 仲 賢 、到 於 占城 充 目、洪 武 十 九年

差做 通事 、跟 占城 王子 、管領 船隻 、到京 回還木 国 、二 十年仍 同使 臣進 象欽賞

一32一



段 疋、 回至広 東 、蒙 勘 合取 回、二 十一年欽留提 調操 、練 象隻 、撥 充錦衣 衛 中

右所 総旗 、 三十 年 占城 国招諭 、引領 占領 王子 等 、赴 京 朝 見、 三十五 年往 瓜哇

国 、永 楽元年 回還 、欽 陞錦 衣衛馴象 所 百戸、 八月往 西 洋 等国 、三年 回還 、陛

馴 象所 副千 戸 、本 年 欽 授流 官職事 、八月往西 洋等処 公 幹 、四年 旧港 ・阿 魯等

処殺 賊衆 、五 年陛 本 衛 所正 千戸 、十一 月瓜哇 ・西洋 等 処公 幹 、七年 復選 下西

洋 、八 月敬陞 本衛 指 揮 僉事 。

何仲 賢 は、 占城 国の騒 動 に関係 してジ ャ ワに派遣 され るな ど、永 楽元 年、 三年 、

五 年 、七年 と4回 にわ た って西 洋諸国 に派遣 され て い る。 これ ま での鄭 和研 究 に

見 られ ない 興味深 い 史料 で あ る。

4小 結

以 上、 中国第 一歴 史襠案 館 に所蔵 され る 『武職 選簿』 の ご く一端 を紹 介 しただ

けで あ るが、 さらに所 蔵 され てい る選 簿 の量か らみ て、 まだ まだ多 くの興味 深 い

史実 を発 見す る こ とも可能 で あ ろ う。 なお 、上の4件 の選 簿 中にみ え る鄭 和 関係

の記事 につい ては別稿 を用 意 して いるの で、詳細 はそれ に譲 りた い。

〈特集3>

『礼科史書』中の理藩院題本

楠 木 賢 道

は じめに

清 代史研 究 におい て は 、内 閣襠案 ・宮 中襠案 ・軍機 処襠案 ・内務府襠 案 な ど、

紫禁城 内で作成 ・蓄積 され て い った襠案 が膨 大な量残 っ てお り、研 究者 に利 用 さ

れ てい る。 これ に対 して 、清 代 に紫禁城外 の在京部 院 で作 成 ・蓄積 され た襠 案 を
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